
 

 

保護者と生徒本人ご一緒にご覧下さい。 
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3年生のみなさん、中学卒業おめでとうございます。 

いよいよ高校生ですね。高校生活は中学生活とは違って、種々新発見も多くありますので、有意義

な 3 年間を過ごして下さい。ところで、高校受験を終えたばかりの皆さんに、今度は大きな壁であ

る大学受験について知っておいた方が有利なことをお話し致します。 

大学に合格するためには、大学受験がいかなるものなのか、まずその内容を知る必要があります。

いわゆる進学校の高校生とそうでない学校の高校生との大きな差は、実は大学受験そのものを知っ

ているか否かにあります。つまり、生徒の日常に大学受験の情報が行き渡っているか否かなのです。 

大学受験を成功させるための要素は 2つ 

１つは、「大学受験選抜の仕組みを熟知していること」、もう１つは「各大学が要求する水準の教

科内容に習熟していること」です。皆さんが高校進学後は、当校では常に大学受験についての情報

や「総合入試」など新しい受験の仕組みなど逐一お知らせして参ります。 

中学 2年生、1年生も学年が上がって中学 3年、2年生になります。高校受験は勿論のこと、上記

高 1生になる中 3生にお話ししたことを今から自分のこととして心に留めておいて下さい。 

春休みは夏・冬休みと異なり、学校課題がほぼない長期の休みです。また当然ですが、学校の授業も

ないので、各教科の新たな内容を習得し、演習し定着させるという一連の作業に追われることのない、あ

る意味一年のうちで自由に時間を使える休みといえます。 

 そういった休みを、ダラダラと過ごしてしまうと、新学期になってから大いに後悔することになります。こ

の休みは、これまで学習した前学年までの内容のうち、わかっていないところ・あやふやなところを見つけ

出し、復習し、ひとつでも多くの「できる」分野をつくっていくために使いましょう。そのため注意すべき点

を 2点ほど記します。 

① 事前に弱点を見つけ、目標をたてよう 

 春休みに入る前に、これまでやったテストや問題集などでできなかった問題や迷った問題などをピック

アップし、「この分野をできるようにしよう！」という目標を明確にしましょう。全部得意になりたいのは当

然ですが、「ここだけは」というミニマムの目標をまずは達成することを目指しましょう。 

②余裕のある 1日のスケジュールをたてそれを崩さずに過ごそう 

 一日中勉強しろなどとは言いません。息抜きも大事、遊びや趣味も人間にとっては大事です。ですが、

ここは勉強すると決めた時間が守れなかったりするのは、なしくずしに何もできなくなってしまう最大の要

因です。早寝早起きを心がけ、夜更かしと寝坊でスケジュールをくずさないようにしましょう。 

春休み期間の学習予定 
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皆さんと関わったこの１年を振り返って 

円山校・麻生校小学部・中学部担当    西野 丞（にしの すすむ）         

 

 

 

 

 

 

 

北海道公立高入試について  西野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

                                  

  

事務局より  ☆2月号でもお知らせ致しましたが「諸経費」月額 2,750円を来月４月より 3,300円にさせて頂くことと 

なりました。どうかご理解とご了承の程宜しくお願い申し上げます。 

☆指導料の納入期限が４月より、月末から毎月 28日に変更となりますのでご了承下さい。 

                            

 

麻生本校☎011－716－7162 

円山校  ☎011－613－7755 

札幌駅前校☎011－299－6030 

3月 5日に実施された北海道公立高校入試問題について、英数国を中心に簡単に所見を述べます。 

新傾向の問題もあり、総合的に難易度が上がったように感じます。問題を見るなり「なんだこれは！」

と面食らってしまった教科もあったかもしれません。それは、過去問など、これでもかというくらい繰り

返してきた人はなおさらでしょう。そんな中でも、しっかりと問題全体を俯瞰でながめて、優先順位をつ

けて解くことができた人はうまく点数をまとめられたのではないでしょうか。発表は 18 日ですが、あと

は「人事を尽くして天命を待つ」のみです。本当にお疲れ様でした。ここまで努力を積み重ねてきた受験

生の皆さん、そして一緒に駆け抜けたご家族の皆様に敬意を表するとともに、感謝申し上げます。 

【国語】今年の読解問題は「文学的文章」でしたが、時代小説だったこともありやや読みづらかったのか

なと思います。また古典は漢文題材（蒙求）でしたが大意をとれるかどうかで大きく差がつく結果

になったのではないでしょうか。全体を通して、昨年度よりは難化したと感じます。 

【数学】点差がつくことが多い関数や図形は見た目ほど難問ではなかったのではないでしょうか。しかし、

時間が足りなかった受験生は多そうです。やや易化といえそうです。 

【英語】最後の英作文の解答はいくつも考えられますが、ミスのたびに減点されるため、スペルなどのミ

スを減らし中間点をいかに確保できたかが大きな差になったと思われます。昨年よりはやや難化し

たのでは、と思います。 

【理科・社会】理科は昨年度がかなり難しかったため、それよりは易化。社会は昨年並みと思われます。 

麻生・円山両校の小学・中学部の担当となり 1 年が過ぎました。この 1 年を振り返ってみると、もっ

とこういうことができたのではないかとか、適切なアドバイスができていただろうかなどの反省ばかり

が浮かんできます。 

そんな中、中学・高校入試に果敢に立ち向かってくれた受験生をはじめ、保護者の皆様には私の指導

に従って努力を重ねていただき、また貴重なご意見やご指導を賜りましたことを御礼申し上げます。新

年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 


